
10月1日（木）4年 発掘調査について知ろう
10月1日（木）に、葛城市歴史博物館長神庭様にお越しいただき、社会科の学習

で、発掘調査についてお話をしていただきました。

教科書に出てくる平城宮跡の発掘調査を題材に、昔の建物の様子を知る手がかりとなる

「掘立柱」や「礎石」について、図で示しながら分かりやすく丁寧に説明してくださいました。

子どもたちは、普段の授業とはまた違う専門家ならではのお話を、興味深そうに聞いてい

ました。「なぜここから昔の建物があったことが分かるのだろう」と、発掘されたものから当時

の暮らしを想像しながら、熱心に学ぶ姿が見られました。

そして、学習の最後には、平城京の時代の土器を実際に手に取って触らせていただきまし

た。本物の土器に触れる貴重な体験に、子どもたちは「本当に昔のものなの？」と驚いたり、

じっくりと土器の表面を観察したりしていました。

教科書で学んでいる歴史を、専門家のお話と本物の資料を通して、より身近に感じること

ができた貴重な学習となりました。

↑授業後も、神庭館長に、たくさん

質問していました。


